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1）　「まえがき」文部科学省「生徒指導提要」2010年３月。
2）～ 4）生徒指導提要の改訂に関する協力者会議（第１回）資料２「生徒指導提要の改訂にあたっての基本的な考え方」。

12年ぶりに「生徒指導提要」（以下、「提要」）
が改訂された。現行の「提要」は、学校における
生徒指導の在り方の全体像を示す「学校・教職員
向けの基本書」として2010（平成22）年に発刊
されたが、当初の「児童生徒にかかわるすべての
教職員や、教育委員会をはじめその他教育にかか
わる多くの関係者などに読まれ、具体的な指導や
研修に大いに活用されることで、生徒指導の一層
の充実が進められること」1）への期待と比べると
やや限定的な活用にとどまっていたようにも思わ
れる。

さらに、「近年、いじめの重大事態や暴力行為
の発生件数、不登校児童生徒数、児童生徒の自殺
者数が増加傾向にあるなど、深刻化」2）した課題
に学校現場が忙殺されていること、発刊後10年
以上が経過し、その間に生徒指導に関する様々な
法律が整備されるなど、「個別事項を取り巻く環
境が大きく変化」3）したことなどの社会的背景を
受け、「今一度、生徒指導の概念・取り組みの方
向性等を再構築」4）し、今日的な状況変化に対応
した新たな「提要」を発刊することを目指して改
訂されたものである。

図１　新「生徒指導提要」の目次構成

以下に改訂のポイントである①積極的な生徒指
導の推進、②社会の変化に応じた対応の充実、③
デジタルテキスト化による活用促進の３点に沿っ
てその概要を解説したい。

積極的な生徒指導の推進

改訂された「提要」は第Ⅰ部「生徒指導の基本
的な進め方」、第Ⅱ部「個別の課題に関する児童
生徒への対応」（281ページ　索引等を除く）の
２部で構成されている（図１）。

第Ⅰ部第１章「生徒指導の基礎」では「１．１
生徒指導の定義」を「社会の中で自分らしく生き
ることができる存在へと児童生徒が、自発的・主
体的に成長や発達する過程を支える教育活動」で
あるとし、その目的は「児童生徒一人一人の個性
の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力
の発達を支えると同時に、自己の幸福追求と社会
に受け入れられる自己実現を支える」ことにある
と明記された。

また、「１．１．２ 生徒指導の実践上の視点」と
して、「多様な教育活動を通して、児童生徒が主
体的に挑戦」したり、「多様な他者と協働して創
意工夫」したりすることの重要性を実感させるた
めに、（1）自己存在感を感受できるような配慮、

（2）共感的な人間関係の育成、（3）自己決定の
場の提供といった生徒指導の三機能に関する内容
に加え、（4）安全・安心な風土の醸成の４点が
示されている。

その上で「１．２ 生徒指導の構造」の整理が行
われた。まず生徒指導の取り組みを課題の有無を
起点とした「先行的・常態的（プロアクティブ）
生徒指導」と「継続的・即応的（リアクティブ）
生徒指導」の二つの時間軸で分類した上で、対象
となる児童生徒の観点から①全ての児童生徒3.1 
チーム学校における学校組織（チーム学校、学校
組織　等）の発達を支える「発達支持的生徒指導」、
②全ての児童生徒を対象とした課題の未然防止教
育と前兆が見られる一部の児童生徒を対象とした
早期発見・対応からなる「課題予防的生徒指導」、
さらに③深刻な課題を抱えている特定の児童生徒
への指導・援助を行う「困難課題対応的生徒指導」
の三つに分類している。そのうち②の「課題予防

的生徒指導」を対象生徒の違いから「課題未然防
止教育」と「課題早期発見対応」の二つに分けた
ことによる４層構造であるとしている。このよう
に生徒指導の構造を２軸３類４層構造（図２）の
重層的支援構造として整理することにより、児童
生徒に応じた切れ目のない支援を進めることの重
要性を示している。

図２　生徒指導の構造（２軸３類４層構造）

あわせて、それぞれの実践を教員だけでなく保
護者や地域、スクールカウンセラー等の専門ス
タッフ、さらには関係機関等の協力も得ながら、
意図的に各教科、特別の教科道徳、総合的な学習

（探究）の時間、特別活動等と密接に関連させて
進めることの重要性が示された。児童生徒が共生
社会の一員となるための市民性教育・人権教育等
の推進などを含めた日常的な教育活動から、いじ
め、不登校、少年非行、児童虐待など特別な指導・
援助を必要とする特定の児童生徒への個別支援に
至るまで重層的で切れ目のない取組を推進するこ
と、発達支持的・課題予防的生徒指導（課題未然
防止教育）のあり方を改善し、課題早期発見対応
や困難課題対応的生徒指導を広い視野から捉え直
すこと等、これからの生徒指導に求められる考え
方、特に先行的・常態的（プロアクティブ）な生
徒指導の創意工夫を学校の全教育活動で行うこと
が一層必要になることが述べられている。

基本的な考え方は、現行「提要」や「生徒指導
の手引き」を踏襲するものであるが、改訂版では
特に「発達支持的生徒指導」の重要性が示された。
「発達支持的生徒指導」とは「特定の課題を意

識することなく、全ての児童生徒を対象に、学校
教育の目標の実現に向けて、教育課程内外の全て
の教育活動において進められる生徒指導の基盤」
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